
「すべてのいのちを守るための月間」にあたり 

（2020年 9月 1日～10月 4日） 

教皇フランシスコは、2015年に回勅「ラウダート・シ ともに暮らす家を大切に」を発表され、全世界

の人に向けて、「私たちの共通の家」という総合的な視点から、エコロジーの様々な課題に取り組む

ことを呼びかけられました。日本ではこの世界祈願日を 9月最初の主日と定めていますので，今年

は 9月 6日が祈願日です。日本の司教団は、9月 1日から 10月 4日（アシジの聖フランシスコ

の記念日）までを、「すべてのいのちを守るための月間」と定めました。今年は新型コロナウイルス

感染症対策のため，教会における特別な行事などを制限せざるを得ませんが、教皇様の呼びかけ

を心にとめ，司教団で用意した祈りなどを共に祈りながら、「私たちの共通の家」への心遣いを深

め、また私たち一人一人の回心のときとしていただきますように。   (東京大司教区 HPより抜粋) 

               すべてのいのちを守るためのキリスト者の祈り 

宇宙万物の造り主である神よ、 

あなたはお造りになったすべてのものを 

ご自分の優しさで包んでくださいます。 

わたしたちが傷つけてしまった地球と、 

この世界で見捨てられ、忘れ去られた人々の叫びに 

気づくことができるよう、 

1人ひとりの心を照らしてください。 

無関心を遠ざけ、 

貧しい人や弱い人を支え、 

ともに暮らす家である地球を大切にできるよう、 

わたしたちの役割を示してください。 

すべてのいのちを守るため、 

よりよい未来をひらくために、 

聖霊の力と光でわたしたちをとらえ、 

あなたの愛の道具として遣わしてください。 

すべての被造物とともに 

あなたを賛美することができますように。 

わたしたちの主イエス・キリストによって。 

アーメン。 

（2020年 5月 8日 日本カトリック司教協議会認可） 


